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教育用TSSシステムの性能評価について（1）
（昭和55年5月31Ei原摘受付）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Abstract

　　In　educational　center　for　illformatioll　processing　at　Kyushu工nstitute　of　Technology，　batch

oriented　system　IBM　370／115　was　replaced　by　TSS　oriented　sy§tem　MELCOM　COSMO　700111．

　　We　had　simple　performance　tests　relating　with　batch　processing　execution　time　and　TSS

term五nal　using　condition，　ill　order　to　carry　an　effective　treatment　for　educational　programmillg

job．

　　On　the　throughput　arld　a　kind　of　c白mpiler、　FLAG（FORTRAN　LOAD　and　GO〕and　Extend

FORTRAN　were　better　for　beginners　programming　education．　Batch　processing　execution

time　is　proportiollaI　to　the　Ilumber　of　termillals　when亡he　request　from　TSS　teτminal　device　is

execlltion　mode，　alld　the　response　time　with　a　terminal　device　is　as　well　when　another　terminal

device盲are　execution　mode，

　　In　case　of　all　terminaI　devices　beillg　used　in　Display　terminal　room，　batch　processing

execution　time　is　becal廿e　about　three　times　as　batch　processing　only、　As　the　Tesult　of　this

simple　experinlent，　both　batch　alld　TSS　processing　5howed　su伍ciment　run　for　educational

programmmg・

1．杜がき　　　　　　　　主誠難2MBサイクルタ柏560　ns／8B
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中央処理装置　B3400－K

　九州工業大学情報処理教育センターは昭和55年4月　　　システム制御処理装置　　　　　　　　　　　1台

からMELCOM　COSMO　700111を導入し，従来のバッチ　　　　　コンソールディスプレイ　B3251・

オンラインシステムからTSS端末主体の教育システム　　　　　　自動運転装置

への運用を開始した。筆者等はTSSの効果的迎用を行　　　チャネル制御装置　　　　　　　　　　　　　1台

うため，いくつかの性能評価のための簡単な実験を行っ　　　汎用入出力装置　　　　　　　　　　　　　1台

たのでその結果を報告する。　　　　　　　　　　　　　　多重入出力処理装置　　　　　　　　　　　　1台

2、システム蹴　　　　　　 複合フ・イルユニ・トB72°°　　1台
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　磁気ディスク制御装置　B7210

　MELCOM　COSMO　700111のハードウェアの最終構成　　　　　磁気テープ需lj御装置　　B7330

を図一1に示す。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　磁気ディスク装置　M2838－F　300MB　　　　4台
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紙テープ読蹴　　　　　　　11L・・＋1495
　　カートリッンァィスク装置　　　　　　　　　　　　　　　　8000

ハ『ドコピー @　　　2台IPL／ユ126・・085514…　886
3・コン・・イラ1・つ・・て　　　　　　　1　27・08　1　58．61

蹴テープ錨M2724－A2　　　2台　んど手」用されないため，測定は除外した。

ラインｲリンタM265°　　　2台　通常のTSS手1」用時では，～チジ・輌理はパッ

か蹴c°MR付）M257・－C21台　チ処理のみと比べて・・ずれも1．5倍以下であり，　TSS利

〔シプル〔醐M2873－A　1台　鵬でも充分に鞠すると考えて良いであろう。
千ヤフクターディスプレイ装置　M2311－A　　51台

カラーグラフ・・ク鑓SONY　4・27　1台　表一1：；8P蜘魍馴　　雌秒
ダラフィックディスプレイ装置　　　　　　　1台

プリンタブ助ター @　　　1台　．ンパイラ
計測制齢ステム　　　　　　　1式
　　MELCOM　70／40　384　KB　　　　　　　　　　　　　　FLAG

　　高速アナログ入出力機構

　　汎用入出力機構　　　　　　　　　　　　　　　　　　　FORTRAN

　GP－IB機構
　　．　＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　社張

　　ソスァムコンソール　　　　　　　　　FO部へN

㍍欝㌻一　　　　P、S　9・』・86コ4一

利用別 B＾TcHのみ　　［　Tss利用時

コンパイラ 鑑‡｝㌫Eに蹄ME已オ報IE 丁在1－AL

ｼPuT」ME

FLAG
2（秒） 1・・16・司3 0．0161

368（秒） 5．1・1

FORTRAN
6 1…28・15 0』276

6’61　1 a60

社張 3 0．0⑪92　　　3 0，095

FORTR州 3．44 4．73

9
0』486D4　　　　　　．

0．0」97
PASCAL@　　　　　　l

1Lo工　十14．95
PASCAL 16 0・0863　211 0．0851

8000
17・32　1　21 ．60

　プログラミングの入門教育では，ソースプログラムの

デバッグもかなりの部分をしめる。したがってジョブの　　　　4・TSS負荷の影響

処理では・コンパイル汲び・リンクの時爾比較も必　次にパッチ処理に及｝ますTSS端勅らの実行プ。グ

要≡う蝋からよく用いられて・・るST・P文及び　ラムの影響欄ぺた．始めにTSS端末。』馴1｝］

醐行のみの斯文礁いプ・グラムで比較する・ま　実行プ・グラムを走らせておく．プ。グラムは幽な

桐一ジガを1°°件カードデ・クとしておき・カード　DO文で数行離のものである．カードリーダーより短

リーダより肋し拍め塒問から・癬ジ・ブの終了す　いソースプ・グラムを入力する．パ。チでの麺度は1

るまで塒問を測定した・計繊システム自身霞示す　としておく．尚システム上ではTSSジ。ブは800　m，ご

るELAPS　TIME｛ジ・プ誕加・イ城ら翻込ま　と1・スワ。プ，・・ツチジ，ブは1．。秒毎にスライスして

嫡算繍力咄加・イル時き出されるまで塒聞）　実行が規定さオ。ている。

も合せて割こ結果を示す・この給鵬条件として　図一2に測離果を示すが，端末台数砒例し州チ

はパッ枢画｝ま麺度n＝1としてある・端末室｝・は，　ジ・ブの処酬間が大きくなる鴎言拙TSS鯛、比

鷹蹴が3°台設置してある為鞠時酬ま3・台全部　例することが澗定結果として確拙来た。

が利用されている吟したがって全端末がOFF状態の時，

及び甜瑞未使用状態で比較した。　　　　　　　　　　　　　　5・端末相互の影響について

蹴者のプ・グラムを多拠酎る為に‘ま・プ・グラ　TSS端織置からの新1ま、実行時間が他のTSS端

ム諮として｝ま・割りFLAGまたは拡張FORTRAN　勅・らの実行による影響酬1助購とほ鯛擬考え

が望ましいと鰍るであろう・また大きな離鮪する　られろのでぷ項と同1コ法で鵬した．先ず、台の端

PASCAL　8°°願びPLIIは・ン・・イ・吸びリンク時間　末銅時1こ踊醸行モードとして略一酬ミより実

が大きくなること賭然であろう・BASIC及びAPLに　行時問の短げ・グラムを・一旺』一、、として実行

っいては会話型で疏事・COBOL肛錨学生には殆　する．この鯉幽一3に示す．瓢はバ。チ処戦。ブ
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　　　　　　　　　　　　　　　の無い場合，点線は多重度1の長時問実行バッチジョブ

　　　　　　　　　　　　　　　の存在する場合である。いずれも図一2と同様の結果が知

　　　　　ヂ　　　　　　　　　　られた。合せて計算ループの回数を端末画面に表示する

　．．　　　　　　　　　　　　プログラムで同様の実験を行った結果を図4に示す。実

．・ @　　　　　　　　　　　　　線はバッチジョブなし，点線はバッチジョブ1件を実行

　　　　　　　　　　　　　　　中の結果である。図一3と同じ状況である。

6．演習時の応答

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学生の演習時間帯での前項のプログラムの応答状況を
　　10　　　　　　20　　　　　　30
　　　　　端末台数　　　　測定する・つまり通常の利用状況での端末嗣を意味す

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る。図一3の測定では，最小16．8秒，最大56．4秒，平均37．

　　　　図一2　　　　　　　　　　　　　　3秒。図一4の測定では，最小22．6秒，最大1分45秒，平均

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　39．5秒であった。この結果と図3及び図4を対応してみ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ると30台の全端末が使用中である場合，その中実行モー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ドのものは数台以下であることが推定できる。学生の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　CPU時問は60秒で打ち切り設定されているため図一3，

　　　　　　　　　　　　　、弓　　　　　　4のnの大きな場合はほとんど生じないと仮定出来る。

　　　　　　　　　　　／　　　　　　　　　また設定も本項の結果も妥当なものであろう。
　　　　　　　　　，，’！ノ

　　　　　　　　／　　　　　　　　　　　7．むすび
　　　　　　占，，”ヂ’　　・

　　　　．／　　　　　　　　　　　　　　　計算機の導入選定にあたってはベンチマークテストが

　　／㌧　　　　　　　　　　　　　　　行われるが，TSS端末指向システムではテスト時に端

∫，ノ @　　　　　　　　　　　　　　　　　　　末台数が充分揃えられない場合が多くコストその他の条

，“、 @　　　　　　　　　　　　　　　　　　　件もあり測定が因難である。
’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当然シミュレーションが行われるが，パッチ上で疑似

　　　　10　　　　20　　　　30　　　　　負荷を設定する場合，パラメータの仮定が必ずしも十分

　　　　　　　　台数　　　　　　　　　　　　とは言えない。本実験は今後のシミュレーションでの

　　　　　図＿3　　　　　　　　　　　　　比較のデータに供するためにも実施したものである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　導入後，学生の利用が軌道に乗り始めてから1ヶ月間の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　間に測定したが，学生の端末使用法の習熟（キーインの

時

間　60

霧

｝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　スピードアップ等｝及び卒論・院生の利用等，高度の利

　　　　　　　　　　　　　　　　　　用が進行するとかなり利用形態が変化すると思われる。

　　　　　　ノ
　　　　／　　　　　　　　　　　　したがって6項のTSS応答時間を長期間に渡り測定を
　　　　ノ
　　ぱ／　　　　　　　　　　　　　　　続行することにより，シミュレーションのパラメータに

　　ノ／ノ @　　　　　　　　　　　　　　　妥当性を与えるデータが充分に求められる。今回はファ
’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　イルのアクセスについては殆んど考慮に入れなかったが，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　今後ファイル利用度も増大することと思う。その時点で

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ファイルアクセスの影響も測定する予定である。現時点

　　　　　　　　　　　　　　　　　　では通常のTSS利用時ではTSSの応答及びパッチ処理

’2 諱@　　　も充分こなせるとみなせ醐醐システムとしての馴
　　　醐　　　　　は紛‘・助にかなって喝と部る。
　図一4


